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青年期女性の食行動異常に関する心理学的研究
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A Psychological Research of Abnormal Eating Behaviors in Adolescent Women

Abstract

　The prevalence of obesity and overweight among 

adolescent women has dramatically increased in 

Japan. One of the reasons for this increase in body 

weight is abnormal eating behavior. However, it is not 

clear what effect age has on abnormal eating behaviors 

specifically across the age range of adolescent 

women. We therefore investigated the effect age has 

on abnormal eating behaviors among early- and late-

adolescent women. Results showed that the level 

of abnormal eating behavior was higher in the late-

adolescent women than in the early-adolescent women. 

According to the increase in age, eating as diversion, 

overfeeding and irregular eating become more 

prevalent among adolescence women. In this study, 

we clarified that increasing age negatively affects the 

eating behaviors among adolescent-women.

　︻Key Words】Eating behavior, Adolescent women, 

Obesity, Psychological stress, Prevention

要　　旨

　現在，成人同様，青年期における肥満を有する
者の割合が増加している。肥満の主な原因として，
食行動異常が知られている。青年期では，男性に
比べ女性の食行動異常が顕著であり，その対策や

介入方法の整備は急務である。しかしながら，青
年期女性における年齢と食行動異常の関連につい
ては詳しく検討されていない。本研究では，青年
期女性を対象として，食行動異常の発達的変化に
ついて検討することを目的とした。対象は高校
生と大学生���名であった。食行動異常の調査は，
標準化された質問紙を用いて，代理摂食，過食，
リズム異常，食べ方，食事内容について行った。
食行動異常の下位尺度の合計点は，高校生に比べ
有意に大学生で高い値を示した。各食行動異常を
目的変数とした重回帰分析の結果，代理摂食，過
食，リズム異常のそれぞれに対して，年齢が修飾
因子となることが明らかになった。代理摂食，過
食，リズム異常は，心理的な要因，特に心理的ス
トレスとの関連が強い。その上，心理的ストレス
は青年期においてさえも，加齢に伴い上昇するこ
とが知られている。青年期女性における，年齢上
昇に伴う代理摂食，過食，リズム異常の増加は，
年齢上昇に伴う心理的ストレスの増強と関連する
可能性がある。本研究では，青年期女性において，
年齢上昇が，代理摂食，過食，リズム異常を増悪
させることを明らかにした。
︻キー・ワード】食行動，青年期女性、肥満，心
理的ストレス，予防
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Ⅰ．問題と目的

　先進国においては，肥満を有する者の割合が増
加傾向にある（Devlin, Yanovski, & Wilson, �000 ; 
厚生統計協会 ,  �00�）。このような傾向は，幼
児期・思春期・青年期においても同様に見られ，
我が国では小学校・中学校・高校における男女合
計での肥満傾向児童生徒の割合が，平成２年から
増加傾向にある（文部科学省生涯学習政策局調査
企画課 , �00�）。このような成人期以前の肥満は，
成人期以降の肥満の発症リスクを高める（Daniel 

et al., �00� ; Dietz, ����）。このような理由から，
文部科学省は平成��年に食育基本法を制定し、学
校及び家庭等において，子どもたちの食に関する
正しい知識と望ましい食習慣を身に付けること
ができるよう、積極的に食育に取り組んでいく
ことが重要であることを強調している（内閣府 , 

�00�）。
　近年，肥満には，食習慣や生活習慣ばかりでは
なく，心理的な問題も関与することが明らかに
なってきている（Cornier, Von Kaenel, Bessesen, & 

Tregellas, �00� ; Killgore, & Yurgelun-Todd, �00�）。
例えば，心理的ストレスが高い者では，心理的ス
トレスが低い者に比べ，高カロリー，高エネルギ
ーの食を志向するという心理的な機序が関与する
（Habhab, Sheldon, & Loeb, �00� ; Oliver, Wardle, & 

Gibson, �000）。また，ストレス刺激に対して，ス
トレスホルモンであるコルチゾールの反応性の
高い者では，コルチゾールのストレス反応性が
低い者に比べてカロリー摂取量が多く，特に甘
い物を多く摂食する（Epel, Lapidus, McEwen, & 

Brownell, �00�）。このように，肥満やその修飾因
子である食行動には，心理的な要因が大きく関与
している。
　食行動には性差の関与も大きい。近年では，食
行動の動因となる，食に関するワーキングメモリ
や注意に代表される心理的な機序にも性差が存
在することが明らかにされている（Cornier et al., 

�00�）。なお，青年期の者の食行動異常を多面的
に評価してみると，男性の食行動異常よりも，女

性の食行動異常が顕著である（Oliver et al., �000 ; 
田山・渡辺・西浦・宗像・福土 , �00�）。田山・渡辺・
西浦・宗像・福土（�00�）の研究では，高校生を
対象として５つの下位尺度から構成される��項目
の食行動尺度を用いて食行動異常の性差を検討し
ている。その結果，全因子合計点である食行動異
常のスコアは，男子に比べ女子において統計的に
有意に高値を示した。各発達段階における食行動
の性差に関する全容解明は，未だ中途段階にある
が，青年期の食行動に関しては，男性よりも女性
の食行動異常が深刻であることがこれまでに分か
っている。
　なお，食行動異常には，幾つかの種類があ
る。過食（bulimia, overfeeding），早食い（eating 

quickly），代理摂食（eating as diversion），無茶食
い（binge eating），夜間摂食（night eating）等は，
国際的に有名な食行動異常である。我が国では，
坂田（����）が，成人の肥満症患者に特異的な食
行動異常を質問紙法により検討しており，その結
果から食行動異常を，体質に関する認識，空腹感・
食動機，代理摂食，満腹感覚，食べ方，食事内容，
リズム異常の７領域に分類している。また，田山・
渡辺・西浦・宗像・福土（�00�）は，坂田（����）
により作成された質問紙に幾つかの項目を付け加
え，健常な高校生の男女を対象とした調査を行い，
因子分析により，代理摂食，過食，リズム異常，
食べ方，食事内容の５因子を抽出している。この
結果は，代理摂食，過食，リズム異常，食べ方，
食事内容の異常が，健常な青年期の者においてさ
えも見られることを示している。なお，代理摂食
は，無茶食いを含む概念であり，肥満の主たる原
因と考えられている（坂田 , ����）。リズム異常は，
欠食，夜間摂食などを含む概念であり，食生活リ
ズムの乱れを示す。食べ方は，主として早食いを
示す概念である。
　近年，このような幾つかの食行動異常について
は，心理的な側面にフォーカスを当てた研究も次
第に増加してきている。代理摂食が顕著な者で
は，空腹感（hunger）の異常，食動機の脱抑制
（disinhibition）という心理的な異常が見られる
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（Adami, Campostano, Cella, & Scopinaro, �00�）。
リズム異常の一種である夜間摂食が顕著な者
で は， 抑 う つ 感 が 高 く（Allison et al., �00� ; 
Lundgren, Allison, O'Reardon, & Stunkard, �00�），
睡眠の質が低下する（Birketvedt et al, ���� ; , 
O'Reardon et al., �00�）。さらに，食事内容に関し
て，脂肪分の多い食品の摂食と，食品に対する
心理的な評価，認知，動機づけの異常が，共に
肥満のリスクファクターになることが知られて
い る（Craeynest, Crombez, Koster, Haerens, & De 

Bourdeaudhuij, �00�）。女子大学生を対象とした研
究では，食行動異常が顕著な者において，心理的
ストレス反応である怒りと無気力感が高いことが
報告されている（田山・菅原 , �00�）。
　以上をまとめると，青年期の食行動異常は男性
に比べて女性で顕著であり，それらの食行動異常
には，心理的な要因が大きく関与している。しか
しながら，青年期女性の食行動異常に対する年齢
要因の影響についての検討は十分に行われていな
い。従って，本研究では，青年期前期から青年期
後期における女性を対象として，発達心理学的観
点から食行動異常のメカニズムを検討することを
目的とする。

Ⅱ．方法

１．対象

　本調査においては，高校生と大学生の女性，��
歳から��歳までの���名を対象とした。女子高校
生に関しては，田山・渡辺・西浦・宗像・福土
（�00�）の研究に参加した全対象者から，女性
���名のみのデータが本調査に用いられた。女子
大学生に関しては，本調査のために���名が新た
にリクルートされた。
２．調査

　調査用紙は，田山・渡辺・西浦・宗像・福土
（�00�）によって作成された食行動尺度を用いた。
この食行動尺度は，代理摂食，過食，食べ方，リ
ズム異常，食事内容の下位尺度から構成されてお
り，４件法で回答を求める質問紙である。Table �
に使用する尺度の各因子の意味と具体例を示す。
代理摂食は，血糖値の低下や食欲に基づかない摂
食行動である。過食は，自己制御しない（できな
い）で食べ過ぎるという摂食行動である。リズム
異常は，食事の時間，食事回数の規則性の乱れが
顕著な食行動である。食べ方は，早食いや咀嚼頻
度の少なさが特徴的な摂食行動である。食事内容
は，高カロリー，高エネルギー食を好む食行動で

Table 1 使用した食行動尺度の下位因子の意味と具体例
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ある。
３．分析

　先に，食行動尺度の代理摂食，過食，食べ方，
リズム異常，食事内容の全ての下位尺度に関して，
女子高校生と女子大学生の値の差について検定を
行った（unpaired t-test）。次に，食行動尺度の各
下位尺度に対する年齢の影響を明らかにするた
め，代理摂食，過食，食べ方，リズム異常，食事
内容，因子合計を独立変数，��歳から��歳までの
年齢を従属変数とした one way analysis of variance 

（one way ANOVA）を行った。さらに，one way 

ANOVAにより年齢の主効果が得られた食行動に
ついては，重回帰分析を行い，年齢の影響の程度
を求めた。これらの統計解析には、SPSS ver.��.0
を用いた。
４．倫理的配慮

　調査に先立ち，対象全員に研究の目的を説明す
ると共に，個人情報の保護，及び，研究参加の任
意性を説明した上で，調査実施の同意を得た。ま
た，回答しにくい項目並びに回答したくない項目
に関しては，無理に回答を求めないことも伝えた。

Ⅲ．結果

１�．女子高校生群と女子大学生群間の食行動の比

較

　先ず，女子高校生群と女子大学生群における食
行動尺度の、代理摂食，過食，食べ方，リズム異
常，食事内容，因子合計のスコアの比較をそれぞ
れ行った（Table �）。女子高校生群と女子大学生
群の各因子得点を比較したところ，代理摂食（�.�
±�.� vs. �.�±�.�, p<0.0�），過食（�.�±�.� vs. �.�
±�.�, p<0.0�），リズム異常（�.�±�.� vs. �.�±
�.�, p<0.0�），因子合計（�0.�±�.� vs. ��.�±�.�, 
p<0.0�）において有意差が見られた。しかしなが
ら，女子高校生群と女子大学生群の食べ方（�.�
±�.� vs. �.�±�.�, ns），食事内容（�.�±�.� vs. �.�
±�.�, ns）の因子得点には差が見られなかった。
２．青年期女性における食行動の発達的変化

　次に，各食行動異常因子に対する年齢の影響を
見るため，年齢を独立変数，各食行動因子を従属

Table 2 女子高校生群と女子大学生群の食行動

Table 3　若年女性の各年齢における食行動
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変数とした� way ANOVAを行った（Table �）。そ
の結果，代理摂食（F（�,���）=�.��, p<0.00�），
過食（F（�,���）=�.��, p<0.00�），リズム異常（F

（�,���）=�.��, p<0.00�），因子合計（F（�,���）
=�.��, p<0.00�）においてそれぞれ年齢の主効果
が見られた。しかしながら，食べ方（F（�,���）
=�.��, ns）と食事内容（F（�,���）=0.��, ns）に
おいては，年齢の主効果は見られなかった。
３�．各食行動因子を目的変数とした重回帰分析の

結果

　次に，各食行動の下位因子を目的変数とした
重回帰分析を行った。代理摂食を目的変数とし
た重回帰分析では，年齢（β =0.��, p<0.0�），過
食（β =0.��, p<0.0�），リズム異常（β =0.�0, 
p<0.0�），食事内容（β =0.��, p<0.0�）が有意な
説明変数となった（Table �）。過食を目的変数と
した重回帰分析では，年齢（β =0.��, p<0.0�），
代理摂食（β =0.��, p<0.0�），リズム異常（β =0.��, 
p<0.0�），食べ方（β =0.��, p<0.0�）が有意な説

明変数となった（Table �）。リズム異常に関して
は，年齢（β =0.�0, p<0.0�），代理摂食（β =0.��, 
p<0.0�），過食（β=0.��, p<0.0�），食事内容（β=0.��, 
p<0.0�）が有意な説明変数となった（Table �）。
食べ方に関しては，過食（β =0.��, p<0.0�）と食
事内容（β =0.��, p<0.0�）が有意な説明変数で
あった（Table �）。食事内容は，年齢（β =-0.0�, 
p<0.0�），代理摂食（β =0.��, p<0.0�），リズム異
常（β =0.0�, p<0.0�），食べ方（β =0.��, p<0.0�）

Table 4 代理摂食を目的変数とした重回帰分析

Table 6 リズム異常を目的変数とした重回帰分析

Table 8 食事内容を目的変数とした重回帰分析Table 5 過食を目的変数とした重回帰分析

Table 7 食べ方を目的変数とした重回帰分析
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が有意な説明変数になった（Table �）。
Ⅳ．考察

　本研究では，女子高校生よりも女子大学生の食
行動異常が顕著であることが明らかになった。そ
の上，青年期女性の代理摂食，過食，リズム異常
は，年齢と関連するという発達的な特徴を有する
ことも明らかになった。以下では，代理摂食，過
食，リズム異常の各食行動異常の発達的変化につ
いて考察する。
１．代理摂食の発達的変化について

　代理摂食は，��歳から��歳までの年齢幅におい
て，��歳をピークとして，年齢上昇に伴い増加し
た。代理摂食が年齢上昇に伴って増加したことに
ついては，２つの可能性が考えられる。１つ目は，
私生活面での自由度の高さ，経済的な豊かさ，食
環境の豊かさ等の環境要因が代理摂食の発達的変
化に関与した可能性である。つまり，青年期後期
の女性は，青年期前期の女性に比べ，身の回りに
食べ物が多いという環境において生活している可
能性がある。食べ物が身の回りに多いという環境
要因は，肥満のリスクファクターになることが知
られている（坂田 , ����）。テレビを見ながら身
近にある食べ物を，食欲と関係なく口に運ぶとい
う種類の代理摂食は，肥満の大きなリスクファク
ターになることが知られており，近年特に注目を
集めている（Daniels et al., �00� ; Robinson, ����）。
また，年齢上昇に伴い代理摂食が増加するもう１
つの理由として，心理的な要因が影響している可
能性が考えられる。心理的ストレスは，肥満や
高血圧等の生活習慣病のリスクファクターになる
（e.g., Chandola, Brunner, & Marmot, �00�）。心理
的ストレスが，身体に影響を与えるメカニズムと
しては，心理的ストレスが食行動異常を引き起こ
し，その結果，身体的な健康状態に影響を及ぼし
ていると考えられる。なお，代理摂食が，心理的
なストレスと関連することは既にいくつかの研
究で明らかになっている（e.g. Adami et al., �00� ; 
Spitzer et al., ����）。さらに，若年層における心理
的ストレスは，年齢と比例して高くなることが知
られている（傳田 , �00�）。つまり，本研究で見

られた年齢上昇に伴った代理摂食の増加は，年齢
上昇に伴う心理的ストレスの上昇と相関する可能
性がある。しかしながら，現存する研究において
は，青年期女性の代理摂食に関して，心理的スト
レス要因，年齢要因の相関関係，並びに因果関係
を扱った研究は未だ存在しない。この点は，後の
検討課題である。
２．過食の発達的変化について

　青年期女性の過食に関しても，代理摂食と同様
に，年齢上昇に伴った増加パターンが明らかにな
った。過食の年齢的なピークは，代理摂食と比
べ１歳若い��歳であった。過食には，摂食に関
する心理面のホメオスタシス異常が関与するこ
とが知られており，空腹感及び満腹感の心理的
な調整不全が過食の背景には存在する（Cornier 

et al., �00�）。また，過食には，これ以外の心理
的要因も影響を及ぼすことが知られている。van 

den Berg, Wertheim, Thompson, & Paxton （�00�）は，
オーストラリアの女子高校生��0名を対象として，
過食に対する心理的修飾因子を共分散構造分析に
より検討している。その結果，抑うつ感 （depressive 

mood），低自尊感情 （low self esteem），食事抑制 

（dietary restraint） が，過食に対する直接的な心
理的修飾因子であることが明らかにされた。なお，
自己像不満（body dissatisfaction）は，抑うつ感と
低自尊感情を修飾するため，間接的に過食に影
響を与える（van den Berg, Wertheim, Thompson, & 

Paxton, �00�）。これらの心理的な要因の中で，年
齢上昇に伴い増加することがこれまでに明らかに
なっているのは，心理的ストレス反応の１つであ
る抑うつ感である（傳田 , �00�）。過食が年齢上
昇に伴い増加するのは，心理的ストレス反応であ
る抑うつ感が，青年期前期から後期にかけて上昇
することによるのかもしれない。
３．リズム異常の発達的変化について

　本研究結果から，青年期女性のリズム異常が�0
歳をピークとした発達的変化を示すことが明らか
になった。その上，代理摂食と過食に比べ，リ
ズム異常に対する年齢の回帰係数は高値を示し
た。このような本研究におけるリズム異常の結
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果については，２つの可能性が考えられる。１
つ目は，代理摂食，過食と同様に，心理的要因
が影響した可能性である。リズム異常は，肥満
のリスクファクターになることが知られている
（Berteus Forslund, Lindroos, Sjostrom, & Lissner, 

�00� ; Farshchi, Taylor, & Macdonald, �00�）。リズ
ム異常の代表格である夜間摂食を多く行う肥満症
の女性は，高い抑うつ感を有することが知られて
いるが（O'Reardon et al., �00�），肥満でない夜間
摂食を多く行う者にさえ高い抑うつ感が認められ
ている（Lundgren et al., �00�）。この事実は，健
常な青年期女性のリズム異常の発達的変化に，代
理摂食，過食と同様，年齢上昇に伴った心理的ス
トレスの増加が関与する可能性を示唆している。
しかしながら，リズム異常が�0歳をピークとして，
それ以降の年齢において下降したという本研究の
結果は，年齢上昇に伴う抑うつ感の増加のみでは
説明できない。本研究結果におけるリズム異常の
発達的変化には，もう１つの可能性として，行動
レベルの要因の関与が想定される。�0歳時におい
ては，大学生活にも慣れ，生活のリズムと共に，
食生活のリズムが形成される時期であることが想
定される。このような行動レベルの食生活を含む
生活リズムの変化が，本研究結果における，�0歳
をピークとしたリズム異常の発達的変化に影響を
与えた可能性がある。

Ⅴ．まとめ

　本研究においては，代理摂食，過食，リズム異
常の発達的変化には，心理的な要因が関与するで
あろうことが示唆された。また，代理摂食には
環境要因，リズム異常には行動要因もそれぞれ関
与する可能性が示唆された。幼児期及び青年期の
肥満や食行動異常は，成人期以降の発達段階にお
いて，肥満のリスクファクターになる（Daniels 

et al., �00� ; Dietz, ����）。Daniels et al. （�00�） は，
将来の肥満に対する予防的な介入が，幼児期と青
年期において特に重要であることを強調してして
いる。Robinson （����） は，２校の小学校の児童
を対象に，テレビやゲーム等のメディア曝露時

間を行動療法的なアプローチにより減少させる
教育的介入を行った。その結果，メディア曝露時
間の減少に伴って代理摂食，並びに肥満度が改善
するという成果を得ている。食行動異常の改善，
強いては，将来の肥満の予防的介入においては，
Robinson（����）が行った行動療法的アプローチ
のみならず，ストレスマネジメントや抑うつの軽
減を目的とした心理・教育的介入が必要であると
考えられる。青年期の食行動異常の改善において
は，どのような心理・教育的アプローチが有効性
であるか，その詳細な検討は今後の課題である。
本研究の結論として，青年期女性の代理摂食，過
食，リズム異常が，年齢上昇と共に増加すること
を明らかにした。 
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